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１．研究計画の概要 
 
  物体視に関わる高次視覚野はヒトでは
下側頭葉後部に広がる。この下側頭葉後部の
領域の中に、顔や街並などに選択的に反応す
るボクセルが固まって数センチあるいはそ
れ以上の領域があることは、数多くの fMRI
研究により示されている。しかし、下側頭葉
後部のコラムレベル（0.5-1 ミリ程度）の局
所領域の平均的神経活動がどのような刺激
選択性を持つかは不明である。本研究では、
高解像度 fMRI 技術を用いて、ヒト下側頭葉
皮質後部領域における 0.5-1 ミリ程度の局所
領域の平均的神経活動の物体カテゴリーレ
ベルおよびサブカテゴリーレベルでの選択
性を調べる。まず初めは、紡錘状回のいわゆ
る顔領域およびまわりの領域で、顔と他の物
体カテゴリーに対する選択性を低解像度の
実験を行う。次に、各カテゴリー内の局所領
域の神経活動の選択性をパラメーターで表
示される刺激に対する高解像度の実験を行
い、ヒト下側頭葉の物体視コラム構造を調べ
る。 
 
２．研究の進捗状況 
 

  ヒト下側頭葉（紡錘状回とそのまわりの
大脳皮質）で高解像度のエコープラナーイメ
ージング（EPI）撮像法を行うため必要の信
号雑音比（SNR）を高める実験を行った。そ
のために、新しく開発したパラレルイメージ
ング技術と専用のRFコイルを用いて、ファン
トムで撮像パラメーターを調整して、そして
ヒトでの実験を進んだ。更に、低解像度のE

PI撮像法と色々カテゴリーの物体（顔、街
並、その他）刺激を用いて、個々の被験者
の紡錘状回とそのまわりの大脳皮質につい
て各カテゴリーに対する選択性を持つ物体
関連領域（例えば、物体のカテゴリーによ
らず、物体を見るときに共通に賦活されるL
OC野、顔にたいする選択的反応するFFA野、
および街並にたいする選択的反応するPPA
野）を同定した。これらの実験で同定した
領域は高解像度実験の基礎になり、ヒト下
側頭葉の物体視コラム構造を見いだす実験
を進んでいる。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
ヒト下側頭葉の物体視コラム構造を研究す
るための技術を樹立した。これらの技術を用
いて、ヒトの下側頭皮質において顔選択コラ
ムがいかなるスケール（サイズおよび数）で
空間分布に関する初期結果を獲得した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
  物体選択コラム内での表現規則につい
て解き明かしたい。数多くの物体について調
べる必要があるが、我々はここでも顔選択コ
ラムに注目したい。特に、これらのコラムが
個々の顔を有する人物に対して選択的であ
り、見え方（陰影や顔を見るアングル）によ
らないのかどうかを確かめたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
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